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阪
神
大
震
災
の
被
災
地
、
神
戸
市

須
磨
区
で
在
宅
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
行
う

「
西
須
磨
だ
ん
ら
ん
」
。

自
治
会
な
ど
が
１
９
９
８
年
に
設
立

し
、
２
０
０
０
年
１０
月
に
認
証
さ
れ

た
。

「
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
」
の
近
所
の
主

婦
ら
約
５０
人
が
、
会
員
の
お
年
寄
り

を
訪
ね
、
介
護
保
険
適
用
外
の
掃
除
、

ゴ
ミ
捨
て
、
庭
仕
事
な
ど
の
家
事
を

手
伝
う
。
お
年
寄
り
は
事
前
に
チ
ケ

ッ
ト
の
つ
づ
り
を
買
い
、
サ
ー
ビ
ス

分
を
ワ
ー
カ
ー
に
手
渡
す
。

西
須
磨
だ
ん
ら
ん
の
昨
年
度
の
金

収
入
は
約
１
０
０
０
万
円
で
、
独
自

事
業
の
チ
ケ
ッ
ト
収
入
が
約
４
割
を

占
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
会
費
、
行
政

の
事
業
委
託
費
な
ど
で
、
行
政
な
ど

の
助
成
金
は
８‐
万
円
、
寄
付
は
５２
万

円
。
０４
年
度
ま
で
は
赤
字
が
多
か
っ

た
。
チ
ケ
ッ
ト
利
用
料
は
１
時
間
７

０
０
円
で
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
ヘ
時
給

を
払
う
と
事
務
手
数
料
は
１
０
０

円
。
法
人
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
満
足
な

定例の集まりで情報交換 し合う 「西須磨だんら
ん」のケ才ワーカーたち (神戸市須磨区で )

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
施
行
後
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
数
は
（
増
加
の

一
途
を

た
ど
る

一
方
、
運
営
面
で
収
支
の
厳
し
さ
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
”

００
円

　

００

題
霞
轟
麗
轟
轟
轟
韓

料
再
値
上
げ
も
検
討
中
だ
。
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
の
時
給
も
上
げ
、
法
人
運
営

を
安
走
さ
せ
た
い
。
事
務
局
長
の
日
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給
料
も
出
せ
な
い
状

態
だ

っ
た
。

助
成
金
を
増
や
し

て
も
ら
う
の
は
厳
し

い
状
況
だ

っ
た
。
寄

付
も
会
員
や
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
か
ら
の
小
口

が
大
半
。
利
用
料
を

１
０
０
円
値
上
げ
し

た
の
は
０５
年
７
月
。

苦
渋
の
選
択
だ

っ
た

が
ヽ
０５
年
度
か
ら
収

支
が
と
ん
と
ん
に
な

っ
わた
。

ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
人

件
費
を
工
面
す
る
た

め
に
、
い
ま
、
利
用

埜
昭
子
さ
ん
は

「
事
業
を
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
や
む
を

得
な
い
の
で
は
…
…
」
と
思
い
悩
ん

で
い
る
。

米
　
　
キ

民
間
非
営
利
団
体
の
研
究
、
ス
タ

ッ
フ
育
成
を
進
め
る
大
阪
大
Ｎ
Ｐ
Ｏ

研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
の
全
国
調
査
で

は
ヽ
０３
年
度
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
年
間

収
入
は
、
５
０
０
万
円
未
満
が
６
割

を
占
め
た
。
５
０
０
万
円
を

「
常
勤

ス
タ
ッ
フ
を

一
人
雇
い
、
し

っ
か
り

し
た
活
動
が
で
き
る
額
」
と
み
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
関
係
者
も
い
る
。
し
か
し
、
男

性
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収

（
約

５
６
７
万
円
、
０６
年
度
）
よ
り
低
く
、

活
動
範
囲
は
限
ら
れ
る
。

調
査
で
、
収
入
の
内
訳
は
事
業
収

入
６６

・
５
％
、
補
助
金

・
助
成
金
――

・
３
％
、
寄
付
８

・
９
％
の
順
だ
っ

た
。
事
業
収
入
の
大
半
が
行
政
か
ら

の
委
託
と
い
う
法
人
も
多
い
。
行
政

へ
の
依
存
度
が
高
ま
れ
ば
、

「
下
請

け
化
」
も
招
く
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
主
性

が
損
な
わ
れ
、
行
政
が
必
要
と
す
る

事
業
に
の
み
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
使
わ
れ
る
危

険
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

西
須
磨
だ
ん
ら
ん
の
日
埜
事
務
局

長
は

「行
政
頼
み
で
は
な
い
こ
と
、

自
前
の
事
業
で
運
営
を
成
り
立
た
せ

る
こ
と
が
、
後
継
者
の
育
成
に
も
つ

な
が
る
」
と
話
す
。

同
セ
ン
タ
ー
発
行
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
白

書
２
０
０
７
」
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の

財
政
支
援
と
し
て
寄
付
に
注
目
し
、

「自
主
性
と
公
益
性
を
保
ち

な
が
ら
、
活
動
し
て
い
く
た

め
の
重
要
な
財
源
」と
す
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
以
外
へ
の
寄
付
も

含
む
数
字
だ
が
、
総
務
省
の

家
計
調
査
に
よ
る
と
１
世
帯
当
た
り

の
寄
付
総
額
は
０６
年
は
２
５
７
５

円
。
震
災
の
あ
っ
た
９５
年
は
５
８
３

４
円
だ
っ
た
。
翌
年
以
降
、
３
０
０

０
円
前
後
に
低
迷
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
へ
の
寄
付
と
い
う
意
識
は
根
づ
い

て
い
な
い
と
言
え
る
。

震
災
の
被
災
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
へ
支
援
助
成
を

行
っ
た

「阪
神

・
淡
路
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
基
金
」
の
代
表
を
務
め
た
今
回

忠

・
市
民
社
会
研
究
所
長
（
７０
）
は

「今
後
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
寄
付
す
る
個
人
、

企
業
へ
の
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
さ

ら
に
整
備
し
、
求
め
ら
れ
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
支
え
、
も
り
立
て
る
機

運
を
作
る
必
要
が
あ
る
」
と
話
す
。


